






かつての 壁 としての上町台地から見れば、生駒山は同じように南北に伸びる 墻（垣）
屏風 として在り、あたかも蜃気楼のように左右に広がっていながら、日の出の際には


































































































































徴 であり 標 であって、験（あらたか）なことであった。それがさらに極端に突出すれ
ば 著（イチジルシ） となる。 出 という文字が 山 を つ重ねた形であることから、
































































































から昇る のであり、言い換えれば、すでに述べた通り、生駒山とは 太陽の生まれ山 なの
であった。見事なほどに南北へと伸びた生駒山は、一口に 生駒山 といっても北から国見山

































































































町）を含め、これらが 修験道の行場 （ 頁）由来の場所であると主張する。さらに、巨石
信仰の般若窟を中心とする宝山寺も 葛城の修験の行場であった （ 頁）として、 この聖天
さんには、役小角（役行者）それから弘法大師空海も修行したと伝わっている。修験にゆかり
のあるお寺であるということは間違いない と論じている。 生駒仙房 には 千房 （たくさ
んの僧房）という説もあるが、修験道で生駒東麓を統括するという視点は、さすがに千田氏ら
しい一見識である。
生駒山房に移った行基は、 いよいよ孝養の礼を尽く （ 行基年譜 ）したという。母親（こ
の頃には 歳以上であろう）と共に住むのであるから、余りに人里離れた厳しい環境の中で、
連続何十日にも及ぶ激しい修行を行なったとは考えにくい。















































































かし、 西の谷 がただちに 河内 と同義であったかどうかは、田中氏の論述からは確認す
ることができない。
この世（大和）とあの世（墳墓の地）を決定的にわけへだてる目じるし としての二上山
と この上なく適当なもの としての 二上山 という二つの考え方が、すでに田中氏の 二
上山 の時点で渾然としているのである。
川村氏の言う 二上山こそ、あの世（彼岸）をへだてる 墻 であった ということと、二
上山こそが 山中他界 であったということとは意味が異なる。また、 墳墓の地 をそのま



























































かつて問いかけたように ）、最初の官寺である四天王寺を上町の 根 に建てた朝廷が、な
ぜ都を上町に定めることができなかったのか。 年のことであり、法興寺（飛鳥寺）の建立
は、その 年後であった。言い換えれば、第 次難波宮（長柄豊碕宮）が、なぜ 年から半世
紀も遅れて卜されたのであるか。そうでなければ、この 年間は 飛鳥時代 ではなく、 難
波時代 と呼ばれていたことだろう。

































唐突であるが、 自由が丘 駅は、本来は 九品仏 であり、それが 自由ケ丘 となっ
て、さらに 自由が丘 に改められた。これは 図説・鉄道パノラマ地図 ）に教えられたこ
とだが、今や東急東横線沿線でも随一のおしゃれな街を 自由ケ岡 としなかったのは近くに
大岡山 があったからだろうか。それとも 岡 と呼ぶほどの地形がなかったからか、ある
いは単に字面の問題であったか。
はたして 自由ケ丘 のままで、現在の 自由が丘 ほどに人を集めることができたか、ど






河内幻視行 で川村氏は 阿倍野 が 阿部野 でも あべの でも一向にかまわない
（とは私は思わないのだが）大阪の風土を 文化の奥行を示す一つの特徴 と呼んだ。そし
て、 由緒ある古い地名を（無味な名のもとに）くるみこみ、消滅させて恬然としている 東
京の姿勢に比して、 大阪の風土にかいま見られる、幼稚な管理主義の拒否 と評した。 当用
漢字と常用漢字とか、小うるさい規制を設けて言葉の簡便化をめざす ような 文化の本質的
な未成熟 、これを称して 幼稚な管理主義 と呼んだのである。
確かに、川村氏が 大阪にもその種の変改がなくはなかったのだろうが と推測する通り、
大阪でも 地名の恣意的な変改 は行われた。それどころか、じつにおびただしく行なわれ







が、この山に 牧 をつくって馬を飼ったことに由来するというものである ）。すでに本稿で
も触れたように傾斜度から考えて、それは東麓（大和側）が妥当であるはずなのだが、渡来人
が先に住み着いた西麓（河内側）を対象に語られることが多い。さらには 枚岡 （本来は






























さわしい。すなわち、生駒の コマ も、本来は クマ ではなかったかと現在の私は考えて
いる。
朝熊のほかにも桜井氏の言うように アサマ と呼ばれる山は少なくない。もっとも有名な
のは 浅間山 であろう ）。他にも栗駒山であるとか、駒ヶ岳であるとか、 コマ と呼ばれ
る山は多い。それらの中には、馬の背に見立てて名づけられたもの、馬の放牧地からきている
ものもあるだろうが、 クマ（隈） から転訛したものもあるに違いない。ちなみに アサ は
（阿蘇も同様）火山を表す古語であるというのだが、理由は曖昧である。
ともあれ、 朝熊（アサマ） が アサクマ の 約（つづ）まった語 であるとするなら
ば、 生駒（イコマ） も イククマ イワクマ などの約まった語である可能性が考えられ
る（この点では、 駒 が 隈 と関わるか否かということは置いて）。胆駒・伊駒・伊故麻・
射駒・居駒などとさまざまに表記される生駒山であるが、 イ には種々の文字を当て、 コ
マ は古代以来（万葉仮名を除いて） 駒 でほぼ一貫している。
もし、本来の意が 隈 であり、音が クマ であったならば、 隈 や 熊 という文字
がが用いられる用例があってもよさそうだが、そのような例は報告されていない。この点、
朝熊 と表記する朝熊山に比して、生駒の 駒 の語源を 隈 とする根拠は弱い。ただ









崇敬度 の比較において、 比較できないくらいに 山麓住民たちの朝熊山への愛着が強い
と述べていた。山麓住民といえども、伊勢神宮のいわばお膝元の人たちであるにもかかわら
ず。
この指摘そのものが、かなり 強烈 であるが、桜井氏は、 土着の住民にとって、おそら
く伊勢は外来異郷の神だという観念が潜在しているためではなかろうか と、歩を進める。そ













このように、アサマ（アサクマ）の 隈 ですら、それが本当に 隈 （陰翳）を表すもの
であるのか否か、大きな疑問が残る。したがって、桜井氏の 隈 霊山 説にもとづいて、イ







足利健亮著 地図から読む歴史 ）の第 章 新しい地名解釈から見えるもの に、 日下
は、なぜ くさか と読めるのか という一節がある。 日は草の簡体字 である（草冠の




すこの考え方には賛同できない。とりわけ、 この答案は直感ですが と記した後に、 これ以
外に説明できる理論はない とし、 とすれば、これは現時点での正解といえる と言いつの
る姿勢は、いかがであろうか。
足利氏が述べるように、 くさか 地名は 日本書紀 の神武戊午年 、 月に初出し、 草
香邑 草香津 孔舎衙城 等と表記される。
足利氏は、 日下 の 日 を 草 の略字であるとする。しかし、それを証するには、
他に 草 を 日 と略記した例はあるのか。
草香 の 草 が 日 と略されたのに対して、 香 はなぜ 下 と記されるよう
になったのか。





疑いを挟む余地はない。そして、 こうした動きの中から （ 頁）カタカナ、ひらがなが
次々と 発明 されて きたのであった。
日下は、なぜ くさか と読めるのか は原稿 枚程度の短い文章であり、また足利氏の
本領は地形図を用いた 地名 解釈であると、本書の範囲内からだけでも窺えるため、この









朝応 年（ 年）の秋に、浄土真宗第 代蓮如の坊舎を建立し、周知の通り、ここが石山
本願寺とも大坂本願寺とも呼ばれるもとになった。













よる水上交通 同前）の要に着目した蓮如の慧眼は秀逸である。（ 大阪の祭り ））
もちろん、現在の 大阪 、すなわち地名・自治体名のレベルを超えて、 京都 や 東京
などと並ぶ象徴的な名称といえるこの呼称が、どこから生じたのかという意味では、蓮如の記
した 大坂 がその起源であるととって間違いないであろう。
ただし、歴史的に見て、 大坂 という地名もしくは呼び名は、すでに 世紀の文献に現れて
いる。蓮如の 大坂 をさかのぼること 年余り。ほかならぬ 万葉集 であるが、 御文
は 世紀とはいっても末期に当たる 年のものだから、 万葉集 との間には、その成立
に、ほとんど 年という開きがある ）。
その中にある 大坂 とは、具体的には 万葉集 巻 の 歌に、 大坂をわが越え来れ
ば二上にもみぢ葉流るしぐれ降りつゝ と見えるものである。歌意を読み取る限り、 大坂
は二上山、もしくはその周辺に在る山道のこととして間違いない。
一方、上町台地の 大坂 は、蓮如以前は 小坂 または 緒坂 と表記し、 ヲサカ と
呼んでいたものと言われる。そして、 万葉集 以前の 日本書紀 には 烏瑳箇 との表記
が見えて、 ヲサカ または ヲサツ と発音したと言われているが、これも正確にはどこを
指したのかはわかっていない。
本願寺の建てられた上町先端には、 石山 という呼称があったことは間違いなく ）、それ







































































（ 年開園。ここでは大阪人らしく ユニバ と呼んでおきたい）とは、かつて
失った 海 を、そして 水の気配 を喚起するための場である。その点は、アミューズメン



















） 位相 は、本来は数学（位相（トポ）幾何学（ロジー））の用語であるが、 年代頃から日本でも人文学、特
に文学のテクニカルタームとして頻りに用いられるようになった。タイトルが 生駒山の位置 では地理的
生駒山の位相
に過ぎるため、 位置づけ という意味を含めて本稿では 位相（トポロジー） という用語を用いる。
）宗教社会学の会編 現代都市の民俗宗教 生駒の神々 （創元社、 年）。
）中沢新一 大阪アースダイバー （講談社、 年）。
）大阪が夕日（夕陽）の街とされるに至ったのは、周知の通り藤原家隆（ ）の和歌 契りあれば
なにわの里にやどりきて波の入日を拝みつるかな を根拠とする。家隆は藤原俊成の弟子であり、定家との
双璧と称された。 新古今和歌集 選者の一人でもある。退隠後、 歳で出家して四天王寺に入り チヌの
海 （大阪湾）に沈む夕日を好んだ。草庵を結んで 夕陽庵（せきようあん） と名付け、その地には家隆塚
（かりゅうづか）が現存する。
）他にも、念仏宗などが複雑に分岐して系統を成しており、今日に至る。






神戸の電灯の当時の電気代がおよそ 万ドルであったことから、という。他にも 万ドルの夜景 を
謳った都市・観光地として函館・横浜・熱海・長崎等が知られ、この点に関して生駒（大阪）は全国的には
有名ではない。
）のちに藤原定家によって、いわゆる 小倉百人一首 に収められることになる参議（小野）篁の短歌 わ
たの原八十島かけて漕ぎ出ぬと人には告げよ海人（あま）の釣り舟 によって言葉としては広く知られる。





）拙稿 河内の近世─中河内を中心に─ （ 大阪商業大学論集 第 巻第 号・通号 号、 年 月）。












通り西と認識していた。土佐が 南 であることは、 世紀の 土佐日記 における紀貫之の意識にも残存
しており、以上の意味で、単純に土佐を 西 と呼ぶことは錯誤を生じさせる可能性がある。







）石上敏監修 東大阪市の昭和 （樹林舎、 年） 、戦時下の出来事 に、簡単にではあるが戦時中の
枚岡神社について言及した（河内の郷土文化サークルセンター所属の郷土史家諸氏のご教示による）。
）立命館大学地理学同好会編 生駒山脈 その地理と歴史を語る （積善館、 年）に詳しい。














） 大阪春秋 号（特集・河内人の足おと）、 年 月。
）千田稔 行基の生駒と歴史文化 （ 生駒山 頁）。






）川村二郎 河内幻視考 （トレヴィル、 年）。
）何本もの高野街道が存在するにもかかわらず、というべきだろう。もちろん、南河内の一部を除いて、で
ある。
）かつて生駒西麓に 五洲閣 という観光旅館があった。 五洲 とは、河内のほかに泉州・摂津・播磨・淡
路のことであり、これらが生駒山の麓から中腹にかけて見通せる最大範囲であった。
）田中日佐夫 二上山 （学生社、 年）。
）このような視点からの河内に対する考察を、拙稿 河内論序説─その地勢・風土と精神世界─ （ 大阪商
業大学論集 第 巻第 号・通号 号、 年 月）で試みた。









ものの喩であった。ちなみに 神津 は河内では カミツ と呼ばれるが、 コウヅ でもあり、その意味
で、ここは上町台地の高津と一直線に結ばれている。
）拙稿 河内人の系譜 （ 大阪春秋 号、特集 河内人の足おと、 年 月）。
） 年もしくは 年と伝わるものの、もちろんこれ以外の年であった可能性も十分に考えられる。ただ
し、少なくとも 世紀や 世紀ではありえない。
）桜井徳太郎 日本列島 南への旅（桜井徳太郎民俗探訪 ）（法蔵館、 年）所収 中世の白山信仰





）石黒三郎 アイランズ編 図説・鉄道パノラマ地図 （河出書房新社、 年）。
）生駒の語源を論じた濫觴は、仙覚の 万葉集註釈 （仙覚抄、 年）であった。 昔百済国より馬をこの
国へ献りたり、それを秦氏の先祖よくのれりけり、さて帝これをいみじきものにせさせ給ひて、うまと云こ
と定り始て、いこま山に放てかわしめ玉ひけり 。 古事記 （応神天皇）に基づくものと思われるが、以来、
中世・近世から近代にかけて複数の語源説が語られた。
）現在、全国に約 の浅間山が存在する。ただし、それらの過半数は せんげん と読み、富士信仰と関わ
るので、元来の名称が 浅間山 であったかどうかは確認できない場合が多い。各都道府県別地名辞典等を
参照。
）その一方で 球磨川 にせよ、 千曲川 にせよ、川の場合の クマ は流路の弯曲を示しており、熊本も
本来は 隈本 であったという説に私も賛同する。 畏（かしこまる） という旁（つくり）を憚って 熊
の文字に改めたという伝承（ 地名由来辞典 参照）からは、他にも本来は 隈 であったものを別の文字に
改めた例があったことを類推させる。
）ただし、まずは音韻的に 隈 と 駒 が交替し、混同されうる用例を示す必要がある。一方で隈と熊が
そうであるように。
）足利健亮 地図から読む歴史 （講談社学術文庫、 年）。
）それゆえに、 年に著者が物故して 年を経て、 年の単行本が文庫となったものであろう。
）大阪府神道青年会編 大阪の祭り （大阪府神道青年会・大阪府神社庁、 年）。
） 世紀以前に日本語（ 世紀に漢字を取り入れて成立した表記）の文献は存在せず、 年成立の 古事
記 、 年成立の 日本書紀 、そして、 世紀後半に成立したであろう 万葉集 に、散逸せずに残った





）大阪全体、さらにそれよりも広い地域を指す 大坂 よりも 浪速（浪花） よりも、なお古い総称が 凡
河内 大川内 であったことはかねてから知られてきたことである。和泉国が当初の河内国から分離されて
成立したこともまた周知の事実であるが、摂津・和泉・河内という現在の大阪府を構成する（摂津は兵庫東
南部を含む）三つの旧国が、それ以前は 河内 の名で呼ばれていた。名称というもののもつ 力 にもと
づいて、 大阪 を考えることは、同時に 河内 を考えることにもつながることを付記しておきたい。
）梶山彦太郎・市原実 大阪平野のおいたち （青木書店、 年）。
）ブルーノ・タウト 生駒山嶺小都市計画 （ 住宅 年 月号）。注 の 生駒山 探訪編・田中淳夫
山上遊園地と幻の高原都市 参照。
）ただひとつ、万博誘致の成功を例外として。その可能性については、拙稿 花園競馬場をめぐる断想─近
鉄・万博・ラグビー場─ （ 大阪商業大学アミューズメント産業研究所紀要 、 年 月）で論じた。
）生駒山を中心とする東大阪の娯楽産業の歴史は、大阪商業大学アミューズメント産業研究所第 回公開講座
（ 年 月 日）にて アミューズメント都市・東大阪─その歴史と、未来への可能性─ と題して報告
した。拙稿 東大阪市論─ラグビーワールドカップが東大阪市で開催されるべき理由 （ 大阪春秋 号、
特集 東大阪とは何か、新風書房、 年 月）を参照。
〔追記〕本稿投稿後、繰り返し言及した熊本・阿蘇地域一帯が大地震に襲われた。 日も早い
復旧と復興、そして被災者への厚い支援がなされることを祈りたい。
